
第8回
生物多様性協働フォーラム

約30の団体が集まるサイドイベント「水でつながる生物多様性縁日」を同時開催します。

グランフロント大阪 2014年12月23日[火・祝] 入場無料

うまいもんが結ぶ人の縁、
水のつながり、生きもののくらし

主催：生物多様性協働フォーラム事務局（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社・兵庫県立人と自然の博物館・特定非営利活動法人西日本自然史系博物館ネットワーク）
協力：生物多様性民間参画パートナーシップ・IUCN日本委員会・一般社団法人CEPAジャパン・公益財団法人京都市都市緑化協会・一般社団法人ナレッジキャピタル・地球環境関西フォーラム・生物多様
性かんさい・認定特定非営利活動法人大阪自然史センター・生物多様性とくしま会議・京都大学生態学研究センター・徳島大学環境防災研究センター・大阪市立自然史博物館・和歌山県立自然博物
館・滋賀県立琵琶湖博物館・株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行／後援：環境省・農林水産省・関西広域連合・大阪府・京都府・滋賀県・大阪市・京都市・堺市・近畿環境パートナーシップオフィス（き
んき環境館）・公益社団法人関西経済連合会・大阪生物多様性保全ネットワーク

ウナギの
未来を
つなげよう



うまいもんが結ぶ人の縁、水のつながり、生きもののくらし

12月23日（火・祝） 13:00 ～ 17:00  （11:00開場）

会場

日時

グランフロント大阪 北館4F ナレッジシアター

挨拶
【開会】 山西 良平

【閉会】 藤井 秀延

基調講演

ここまでわかったウナギの生態＆
関西の現状 ～河川調査の現場から～
和歌山県立自然博物館 学芸員

近世の大坂、豊かな川魚文化と、
それを支えた人々の暮らし

1956年京都府生まれ。佛教大学社会学部卒業。1980年から大阪市立博
物館学芸員（民俗担当）。「北前船と大阪」、「山に生きた人びと」、「歴史のな
かの淀川」などの特別展を企画。環境民俗学の視点から、淀川流域の河川
漁業や大阪の巨樹信仰などを研究。共著に『民俗学を学ぶ人のために』（世
界思想社）、『試みとしての環境民俗学』（雄山閣出版）、『風景の思想』（学
芸出版社）など。

お名前
ふりがな

〒

企業・団体名 部署 役職

ご連絡先

TEL FAX E-mail

会場スペースでのパンフレット等を展示・配布 する   ・  しない する   ・  しない保育ルームの利用

下記【個人情報の取り扱いについて】にご同意頂いた上で、ご記入ください。【個人情報の取り扱いについて】1. ご記入いただいた氏名、住所、電話番号、その他の個人情報は、当社の「個人情報保護方針」
（http://www.murc.jp/corporate/privacy/）及び、「個人情報の取り扱いについて」（http://www.murc.jp/privacy/）に従って適切に取り扱います。2. お預かりした個人情報は、当社において、本フォーラムの運営等
に関するご連絡の目的に限って利用し、厳重に管理いたします。3. お預かりした個人情報は、業務委託により当社以外の第三者に預託する場合がございます。そうした場合には、十分な個人情報保護の水準を備える者を
選定し、契約によって個人情報の保護水準を守るよう定め、個人情報を適切に取り扱います。4. お申し込み書の必須項目には必ずご記入ください。必須項目にご記入頂けない場合は、お申し込みをお受けできない場合が
ございます。また、ご記入内容に不備がある場合は、改めて内容の確認をさせて頂く場合がございます。5. お預かりした個人情報の開示、訂正、利用停止等若しくは利用目的の通知のご請求、または個人情報に関する苦
情のお申し出、その他の問い合わせにつきましては、「お問い合わせ」までご連絡ください。

FAX お申し込みフォーム

（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 取締役社長）

（西日本自然史系博物館ネットワーク 理事長/大阪市立自然史博物館 館長）

お申し込み 

http://www.murc.jp/forum/BDC.htmlWEB

FAX

締め切り：12月19日（金）12時までにお申し込みください。

06-7637-1479

揖 善継

サイドイベント

水でつながる生物多様性縁日（11:00 ～ 17:00）

第8回 生物多様性協働フォーラム

ウナギの未来をつなげよう

お問い合わせ

〒530-8213 大阪市北区梅田2丁目5番25号ハービスOSAKA 19階 
TEL：06-7637-1480 FAX：06-7637-1479
E-mail：bio-kansai@murc.jp 
政策研究事業本部 研究開発第２部（眞々部・田路・西田）

自社・団体の生物多様性に関する取り組みを紹介したパンフレット等を、
会場スペースで展示・配布していただけます。
また、会場内には保育ルームを準備しております（生後6か月以上対象）。
チラシ配架、保育ルームをご希望の方は 12月12日（金）までにお申し込みく
ださい（先着順）。

1979年鳥取県生まれ。九州大学大学院生物資源環境科学府博士後期課
程単位取得中退。専門は魚類生態学。大学院では主に八重山諸島でオオ
ウナギとウナギの生態を研究していた。現在は、和歌山県内の魚類相解明、
天然記念物「富田川のオオウナギ生息地」の保全、ウナギ属魚類の生態や
人とのつながりなどについて研究している。著書に『和歌山県立自然博物館
特別展解説書 うなQ ウナギの不思議』、『環境省改訂レッドリスト附属説明
資料汽水・淡水魚類「ニューギニアウナギ」』等がある。

ナレッジシアター・ホワイエにおいて、出展市民団体、企業、博物館、大学など
約30の団体がブースを出展し、水辺の生物多様性・文化保全の取組を縁日
のように紹介します。淀川にゆかりのあるグルメも味わえます。

2050年の子どもたちは、鰻重を知っているか？
パネルディスカッション

柵瀬 信夫（鹿島建設株式会社 環境本部）
高崎 正風（鹿児島県内水面漁業協同組合連合会 会長）
上𠩤 一彦

（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 副主任研究員/
徳島大学環境防災研究センター 客員准教授）

（兵庫県立大学自然・環境科学研究所 講師/
兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員）
※基調講演者のお二方にもパネルディスカッションにご登壇いただきます。

（大阪府立環境農林水産総合研究所 水生生物研究センター 主幹研究員）

三橋 弘宗

西田 貴明

【コーディネーター】

大阪歴史博物館 副館長兼学芸課長
伊藤 廣之


